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4 アブストラクト
近年の調査結果によると，高度に結合された脳領域の組み合わせは皮質領域間の効率的な伝達を可能にする役

割を担う可能性があることを示している．そして，ともになって密な相互接続である「リッチクラブ」を形成す
る．しかしながら，リッチクラブの密度や空間的配置はまた脳構造のコストの高い特徴を構成することを示唆し
ている．本稿では，構造的 T1，拡散テンソル画像法，magnetic transfer imaging，そして機能的磁気共鳴画像法
を結合し，脳のリッチクラブに関する構造的・機能的コネクティビティのいくつかの側面を検討した．結果，リッ
チクラブ領域とリッチクラブな結合は高度なワイヤリング構造，高度な白質形態，多くの代謝エナジーの利用，長
い成熟した神経線維，より多くの価値のある領域的時系列，そしてより多くの領域内機能的カップリングを示す．
まとめると，これらの構造的・機能的測定は脳のリソースに対して，大きな負担を与える脳構造のコストの高い
特徴を示すというリッチクラブ組織の概念をひろげる．しかしながら，リッチクラブの大きなコストは全脳のネッ
トワークにも寄与するリッチクラブの重要な機能的なベネフィットによって補われる．
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